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１．背景と目的 

主に北海道沿岸に分布する北方系の海藻「ダルス」が、乾燥重量の 40%近くをタンパク質が占

め、タンパク質の主成分であるフィコエリスリンや抗酸化作用を持つルテインなどの機能性成

分を豊富に含むことを見出し、新規地域資源としての有望性を明らかにしてきた。しかし、北方

系海藻は養殖されておらず、波の荒い冬季の一時期に、沿岸域に自生しているものや、コンブ養

殖施設のロープから採取されたものに限られ、不足している状況にある。本申請課題では北方系

紅藻ダルスの陸上栽培に向けて採算性を高めるために高密度栽培について検討した。 

 

２．試料及び方法 

 これまでの陸上栽培システムは栽培水槽の底面のみを使用してダルスを生育させていた。そ

のため、栽培水槽の水中部分の活用が不十分であった。高密度栽培に向けて、水中での藻体生産

を可能とするべく、紐状のロープなどに種苗を着生させることで高密度での栽培を可能とする

技術開発を検討した。2023 年 2 月に八雲町関内で天然ダルスを採取した。顕微鏡で成熟を確認

し、材質の異なるクレモナ、麻、ポリプロピレンのロープの上に、成熟したダルスを用意して胞

子の着生を行った。 

 

３．結果及び考察 

 等長のロープを棒に巻き付けて、その上に成熟したダルスを置き胞子の着生を行った（図１，

左）。その結果、ロープの素材に関わらず、胞子の着生を確認できた。胞子の着生条件を同じく

するため、それぞれのロープを棒に巻き付けている。そのため、ロープの上部に胞子の着生が見

られたが、棒の裏側には十分な胞子の着生を確認できなかった。また、棒にロープを巻き付けた

ため、ロープが輪を描くように硬くなり、栽培に不適であることが示された。 

一方、胞子を着生させるためにダルスを入れたプラスチック容器に胞子が着生した（図１，右）。

容器に空気を入れることで水中に浮くことが確認できた。すなわち、ロープを使わず、プラスチ

ック容器に胞子を着生させることで水中での栽培が可能となり、高密度栽培が可能なシステム

開発の一端を明らかにすることができた。 



 

図１．ダルス胞子着生の様子。左：棒に巻き付けたロープ。右：ロープ着生に用いたプラスチッ

ク容器。空気を入れることで水中に浮くことが確認できた。 

 

４．まとめ 

 本研究では紅藻ダルスの陸上栽培において高密度栽培を可能となる種苗作製方法について検

討した。種苗作製にはダルスから落ちた胞子を着生させる必要がある。当初検討したロープは立

体的、かつ浮遊するため、底に敷き詰めるのが難しく、十分な量の胞子を着生させることが困難

であることが明らかとなった。一方、ダルス葉体を入れたプラスチック容器に十分な量の胞子を

着生させることができた。プラスチック容器は一部空気を入れることで水中に浮くことが可能

である。そのため、陸上栽培システムにおいて浮遊するプラスチックに胞子を着生させることで

高密度栽培が可能となることが示された。 
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